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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ロビーインターホンに操作ガイドを表示する機能を有した集合住宅用インターホンシステ
ムにおいて、
複数の表記言語のそれぞれで表記された操作ガイドが予め準備された操作ガイド記憶部と
、
既定の表記言語を有し、表記言語切換操作に応じて表記言語を一時的に切り換え、その後
所定のタイミングで既定の表記言語に自動的に復帰させる言語選択部と、
表記言語切換スイッチを有し、言語選択部が選択している表記言語の操作ガイドを表示窓
に表示するロビーインターホンとを備えており、このロビーインターホンは、表記言語が
一時的に切り替えられた場合は、住戸インターホンとの間で呼出通話がなされたあと、表
示窓を消灯させてから、既定の表記言語に復帰させることを特徴とした集合住宅用インタ
ーホンシステム。
【請求項２】
請求項１において、
言語選択部は、表記言語を一時的に切換えた後、ロビーインターホンと住戸インターホン
との通話路が形成されてから切断されたときに、既定の表記言語に復帰させることを特徴
とした集合住宅用インターホンシステム。
【請求項３】
請求項１または２において、
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言語選択部は、表記言語を一時的に切り換えた後、所定時間が経過したときに、既定の表
記言語に復帰させることを特徴とした集合住宅用インターホンシステム。
【請求項４】
請求項１～３のいずれか一項において、
人感センサがロビーインターホンに付設されており、
言語選択部は、表記言語を一時的に切り換えた後、人感センサが人を検知しなくなったと
きに、既定の表記言語に復帰させることを特徴とした集合住宅用インターホンシステム。
【請求項５】
請求項１～４のいずれか一項において、
操作ガイド記憶部、言語選択部の少なくとも一方は、ロビーインターホンと住戸インター
ホンとの呼出、通話を制御する制御装置に設けられていることを特徴とした集合住宅用イ
ンターホンシステム。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、マンションなどの集合住宅に設置されるインターホンシステムの改良に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　上記のようなインターホンシステムでは、近時、住戸人の帰宅時にロビーインターホン
でメッセージを表示する技術が開発されている。たとえば次の特許文献には、住戸人の属
性を認証装置に予め登録しておき、帰宅した住戸人を認証したときには、その人に対する
メッセージをロビーインターホンに表示する構成が記載されている。
【０００３】
　またそのようなインターホンシステムでは、高齢者など機械操作が苦手な訪問者に対応
するため、ロビーインターホンにその操作ガイドを表示する機能を有したものもある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開2011-44850号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記のような操作ガイドの表示機能はあっても、従来、その種の操作ガ
イドは日本語表記であり、日本語が読めない外国人などには理解できないものであった。
そこで本発明は、日本人の訪問者に対しても、外国人の訪問者に対しても、その者に適し
た操作ガイドを表示して、訪問者を困惑させないようにした新規な構成のインターホンシ
ステムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明による集合住宅用インターホンシステムは、複数の表記言語のそれぞれで表記さ
れた操作ガイドが予め準備された操作ガイド記憶部と、既定の表記言語を有し、表記言語
切換操作に応じて表記言語を一時的に切り換え、その後所定のタイミングで既定の表記言
語に自動的に復帰させる言語選択部と、表記言語切換スイッチを有し、言語選択部が選択
している表記言語の操作ガイドを表示窓に表示するロビーインターホンとを備えており、
このロビーインターホンは、表記言語が一時的に切り替えられた場合は、住戸インターホ
ンとの間で呼出通話がなされたあと、表示画面を消灯させてから、既定の表記言語に復帰
させる。
【０００７】
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　ここに言語選択部は、表記言語を一時的に切換えた後、ロビーインターホンと住戸イン
ターホンとの通話路が形成されてから切断されたときに、既定の表記言語に復帰させても
よい。
【０００８】
　あるいは言語選択部は、表記言語を一時的に切り換えた後、所定時間が経過したときに
、既定の表記言語に復帰させてもよい。
【０００９】
　あるいは人感センサがロビーインターホンに付設された構成とし、言語選択部は、表記
言語を一時的に切り換えた後、人感センサが人を検知しなくなったときに、既定の表記言
語に復帰させてもよい。
【００１０】
　操作ガイド記憶部、言語選択部はいずれもロビーインターホンに設けてもよいが、その
少なくとも一方は、ロビーインターホンと住戸インターホンとの呼出、通話を制御する制
御装置に設けてもよい。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明では、外国人の訪問者が表記言語を切換えて英語による操作ガイドを表示させて
も、その後、表記言語が既定の言語（日本語）に自動的に復帰される。その結果、どの訪
問者に対しても、最初は日本語による操作ガイドが表示されることになるので、戸惑わせ
る虞がない。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明を適用したロビーインターホンの基本的なブロック図である。
【図２】本発明を適用したロビーインターホンの正面外観図である。
【図３】インターホンシステムの概略構成図である。
【図４】（ａ）、（ｂ）は、それぞれ日本語および英語による操作ガイド画面の表示例で
ある。
【図５】インターホンシステムの基本動作を説明するフロー図である。
【図６】インターホンシステムの基本動作を説明する他のフロー図である。
【図７】インターホンシステムの基本動作を説明する他のフロー図である。
【図８】インターホンシステムの基本動作を説明する他のフロー図である。
【図９】インターホンシステムの基本動作を説明する他のフロー図である。
【図１０】インターホンシステムの他の概略構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　本発明は、たとえばマンションなどの集合住宅住棟の共同玄関口に設置されるロビーイ
ンターホン１１と、各住戸に設置される住戸インターホン１２とで構成される集合住宅に
好適に適用されるものである。図１はその実施例であるロビーインターホン１１の基本的
なブロック図、図２はその正面外観図である。
【００１４】
　このロビーインターホン１１は、従来構成として、住戸インターホン１２と通信する通
信部１１ａと、スピーカ１１ｂおよびマイク１１ｃを備えた通話部１１ｄと、住戸の室番
号を入力操作するテンキー１１ｅと、室番号などを表示する表示窓１１ｆとを備えている
。そして更に本発明に係る構成として、複数の表記言語のそれぞれによる操作ガイドが予
め準備された操作ガイド記憶部１１ｇと、その表記言語の切換操作をする表記言語切換ス
イッチ１１ｈと、表記言語切換スイッチ１１ｈの操作に応じて表記言語のいずれかを選択
する言語選択部１１ｉとを備えている。表記言語切換スイッチ１１ｈは、専用ボタンとし
て設けてもよいが、テンキー１１ｅのいずれかに割当ててもよい。例えば、後述するよう
に、表記言語切換スイッチ１１ｈの機能をテンキー１１ｅの中の「※」キーに割当てても
よい。
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【００１５】
　操作ガイドは、ロビーインターホン１１の操作手順が表記言語のいずれかで表記された
説明文を含むものであるが、イラストレーションなどを更に含んでもよい。また操作手順
の表記言語とは異なる表記言語による表記言語の切換操作の説明文を更に含んでもよい。
たとえば日本語による操作ガイドには、ロビーインターホン１１の日本語による説明文と
、英語による表記言語の切換操作の説明文とを含ませるとよい。また表記言語の切換操作
の説明文は、より注目されるように点滅表示させてもよい。また操作ガイドの表示中に、
その操作ガイドの表記言語による音声ガイドを出力させてもよい。
【００１６】
　表記言語には日本語および英語を想定しているが、他の欧米言語、中国語、韓国語など
を含めてもよい。表記言語の採用数は２言語に限られることはなく、３言語以上であって
もよい。なお採用した表記言語のいずれか１つは、既定の表記言語として言語選択部１１
ｉに設定され、表記言語切換操作がなされなければ、言語選択部１１ｉはその表記言語を
自動的に選択する。
【００１７】
　表示制御部１１ｊは、ロビーインターホン１１の動作全体を制御するＣＰＵ（図示なし
）のプログラム処理によって構成されるソフトウェア手段であり、テンキー１１ｅによっ
て入力された室番号や、操作ガイドなどを表示窓１１ｆに表示させる。また時間経過を計
時するタイマ１１ｋは、専用回路によって構成されたものでも、ＣＰＵによるソフトウェ
ア手段によって構成されたものでもよい。
【００１８】
　カメラ１１ｍは、住戸インターホン１２側との通話時に、その訪問者を撮影するモノク
ロあるいはカラーのビデオカメラである。また人感センサ１１ｎは、赤外センサなどから
なり、ロビーインターホン１１の正面至近距離に立った訪問者の有無を検知するものであ
るが、カメラ１１ｍを常時作動させて人感センサ１１ｎとして機能させてもよい。
【００１９】
　ロビーインターホン１１の外観は、図示しているように、広く薄い箱状の筐体正面の中
央部に、小型液晶パネルで構成された表示窓１１ｆが配置され、その上部には、左から順
番に、人感センサ１１ｎと、カメラ１１ｍのレンズと、スピーカ１１ｂの通音孔とが配置
されている。また表示窓１１ｆの下部には、テンキー１１ｅ、呼出キー１１ｐが配置され
ている。
【００２０】
　図３は、上記のロビーインターホン１１を備えたインターホンシステム１の概略構成図
である。各住戸に設置された住戸インターホン１２は、それぞれドアホン１２ａを有して
おり、インターホン回線１７によって制御装置１３に接続されている。制御装置１３には
、管理室機１４（管理室インターホン）と、ロビーインターホン１１とが更に接続されて
いる。
【００２１】
　インターホン回線１７はデジタル式の回線であり、そこでは送信先、送信元のアドレス
を指定したデジタル信号伝送が行われる。プロトコルの物理レイヤは任意であるが、本発
明のためには論理レイヤでＴＣＰ／ＩＰを利用できるとよい。この場合、住戸インターホ
ン１２のそれぞれには、固有のグローバルＩＰアドレスあるいはローカルＩＰアドレスが
割り当てられる。また、制御装置１３とロビーインターホン１１あるいは管理室機１４と
の信号伝送も同様である。なおインターホン回線１７は、一般的なツイストペアケーブル
を用いればよいが、専用ケーブルを用いてもよい。
【００２２】
　インターホンシステム１における呼出、通信制御の基本機能、動作は従来システムと同
様である。すなわちロビーインターホン１１で室番号を指定した呼出操作がなされると、
制御装置１３によって、指定された住戸の住戸インターホン１２が呼び出される。呼び出
された住戸インターホン１２は、チャイム音によって報知する。そして住戸インターホン
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１２で応答操作がなされると、制御装置１３は、住戸インターホン１２とロビーインター
ホン１１との間に排他的な通話チャンネルを構成して、通話信号の伝送を許可する。なお
、ロビーインターホン１１が複数ある場合は、それぞれの通話チャンネルは排他的に制御
される。
【００２３】
　更にロビーインターホン１１で呼出操作がなされてから通話チャンネルが解放されるま
での間、ロビーインターホン１１のカメラ１１ｍが撮影した映像を住戸インターホン１２
で表示するため、排他的な映像チャンネルが構成されて、ロビーインターホン１１から映
像信号が伝送される。このようにすれば、訪問者の映像を住戸インターホン１２でモニタ
しながら対応できる。
【００２４】
　次いで本発明による特徴的な動作を説明する。ロビーインターホン１１は、人感センサ
１１ｎが訪問者を検知すると、表示窓１１ｆを点灯させて、そこに既定の表記言語による
操作ガイドを表示させる。ここでは既定の表記言語は日本語であると想定しているので、
日本語による操作ガイドが表示される。この既定の表記言語による操作ガイドが表示され
ているときに、表記言語切換スイッチ１１ｈが操作されると、既定の表記言語による操作
ガイドから、別の表記言語、ここでは英語による操作ガイドに切換える。更にもう一度、
表記言語切換スイッチ１１ｈが操作されると、既定の表記言語による操作ガイドに戻す。
つまり、２ヶ国語の表記言語が採用されている場合は、表記言語切換スイッチ１１ｈによ
って、規定の表記言語による操作ガイドと、別の表記言語による操作ガイドとがトグル操
作される。
【００２５】
　また表記言語として、例えば日本語、英語、中国語、韓国語というように２ヶ国語より
多くの言語を採用した構成では、最初に規定の言語による操作ガイドを表示して、その後
は、表記言語切換スイッチ１１ｈが操作されるごとに、用意されている表記言語の操作ガ
イドをサイクリックに切換え表示するとよい。すなわち、ロビーインターホン１１の操作
では、まず既定言語による操作ガイドが表示され、操作ガイドが表示されている状態で表
記言語切換スイッチ１１ｈが操作されると、表記言語が所定の順番で切換えられるととも
に、操作ガイドも、切換えられた表記言語によるものに切換え表示される。
【００２６】
　たとえば表記言語が日本語の操作ガイドは、ロビーインターホン１１の操作手順の日本
語による説明文と、英語による表記言語の切換操作の説明文を含ませる。そして英語の操
作ガイドは、ロビーインターホン１１の操作手順の英語による説明文と、中国語による表
記言語の切換操作の説明文を含ませ、更に、中国語の操作ガイドは、ロビーインターホン
１１の中国語による説明文と、韓国語による表記言語の切換操作の説明文を含ませる。そ
して、韓国語の操作ガイドは、ロビーインターホン１１の韓国語による説明文と、日本語
による表記言語の切換操作の説明文を含ませる。このようにすれば、表記言語として、日
本語、英語、中国語、韓国語のサイクリックな切換が容易に実現できる。また英語、中国
語、韓国語への表記言語切換スイッチ１１ｈの機能を、それぞれテンキー１１ｅの「※」
、「０」、「＃」キーに割り当てておき、所望の表記言語にワンタッチで切換操作できる
ようにしてもよい。
【００２７】
　その後、テンキー１１ｅから室番号が入力操作され、更に呼出キー１１ｐが操作される
と、住戸インターホン１２との間で呼出、通話処理がなされ、その後ロビーインターホン
１１は、所定のタイミングで表示窓１１ｆを消灯されるとともに、表記言語が別の表記言
語に切換えられているならば、既定の表記言語に自動的に復帰させる。
【００２８】
　このように表記言語切換操作に応じて操作ガイドの表記言語を一時的に切り換え、その
後所定のタイミングで既定の表記言語に自動的に復帰させる構成とすれば、外国人の訪問
者が英語による操作ガイドを表示させた場合でも、その次の訪問者に対して日本語による
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操作ガイドが常に表示される。すなわち、どの訪問者に対しても、最初は日本語による操
作ガイドが表示されるため、訪問者を戸惑わせる虞がない。
【００２９】
　既定の表記言語への自動的な復帰のタイミングは特に厳密ではなく、種々の変形が可能
である。例えば、ロビーインターホン１１の言語選択部１１ｉは、表記言語を既定の表記
言語から別の表記言語に一時的に切換えた後、住戸インターホン１２との通話路が形成さ
れてから切断されたときに、既定の表記言語に復帰させる構成としてもよい。このように
すれば、通話の終了後、表記言語を確実に既定の表記言語に復帰させることができる。
【００３０】
　あるいは、言語選択部１１ｉは、表記言語を既定の表記言語から別の表記言語に一時的
に切換えた後、タイマ１１ｋによって所定時間が経過したことを検知したときに、既定の
表記言語に復帰させる構成としてもよい。この所定時間はたとえば３分間としてもよい。
また表記言語を既定の表記言語から別の表記言語に一時的に切換えた後、人感センサ１１
ｎが人を検知しなくなったときに、既定の表記言語に復帰させる構成としてもよい。この
ようにすれば、通話をせずに訪問者が立ち去った場合でも、あるいは通話しようとしたが
、住戸インターホン１２側が通話中などで通話できなかった場合でも、表記言語を確実に
既定の表記言語に復帰させることができる。
【００３１】
　次いで操作ガイドの具体例を説明する。図４（ａ）、図４（ｂ）は、それぞれ日本語お
よび英語による操作ガイド画面を表示したロビーインターホン１１の正面外観図である。
【００３２】
　図４（ａ）の操作ガイドには、「訪問先の室番号を押してください。」という操作説明
と、「※　2 seconds→ English」という表記言語切換スイッチ１１ｈの説明とが含まれ
ている。この操作ガイドが表示されている状態のときに、テンキー１１ｅで室番号を入力
操作し始めると、入力された番号を確認するための画面（図示なし）に切換わり、室番号
の入力操作が終わると、「呼出キーを押してください」のような操作説明を含んだ操作ガ
イド（図示なし）が表示される。このように操作手順に応じて操作ガイドを逐次切換え表
示すれば、訪問者は迷うことなく安心してロビーインターホン１１を操作できる。
【００３３】
　一方、図４（ｂ）の操作ガイドには、「Press the number of the unit you want to v
isit.」という操作説明と、「※　２秒押し→日本語」という既定言語切換えキーの説明
とが含まれている。テンキー１１ｅの操作などによる操作ガイドの切換え表示は上記と同
様である。
【００３４】
　また、図４（ａ）の操作ガイドが表示されている状態のときに、表記言語切換スイッチ
１１ｈが操作されると、図４（ｂ）の操作ガイドに切換表示される。もちろん操作ガイド
がその逆の表示の場合も同様に切換表示される。
【００３５】
　図５は、本発明によるインターホンシステム１の基本動作を説明するフロー図であり、
ここでロビーインターホン１１は、表記言語を一時的に切換えた後、住戸インターホン１
２との通話路が切断されたときに、既定の表記言語に復帰させる構成とされている。
【００３６】
　このフローでロビーインターホン１１は、時刻Ｔ１に、人感センサ１１ｎによって訪問
者を検知して、表示窓１１ｆを点灯させて日本語による操作ガイドを表示している。時刻
Ｔ２には、表記言語切換スイッチ１１ｈが操作（「※」キーの２秒押し）されて、日本語
による操作ガイドから、英語による操作ガイドに切換えている。時刻Ｔ３には、テンキー
１１ｅによって室番号の「１０１」が入力され、更に呼出キー１１ｐが操作されて、「１
０１」呼出指令を制御装置１３に送信している。
【００３７】
　制御装置１３は、その「１０１」呼出指令を受信すると、その室番号に対応する住戸イ
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ンターホン１２のアドレスを特定して、呼出指令を「１０１」号室の住戸インターホン１
２に送信している。「１０１」号室の住戸インターホン１２は、その呼出指令を受けて鳴
動し、時刻Ｔ４に応答操作がなされると、応答信号を制御装置１３に送信している。制御
装置１３は、その応答信号を受けると、ロビーインターホン１１と「１０１」号室の住戸
インターホン１２との間に通話路を形成する。
【００３８】
　「１０１」号室の住戸インターホン１２は、時刻Ｔ５に、通話終了操作されて、通話路
を切断するとともに、制御装置１３に終了指令を送信している。制御装置１３は、その終
了指令を受けて、ロビーインターホン１１に終了指令を送信している。ロビーインターホ
ン１１は、その終了指令を受けて、通話路を切断するとともに表示窓１１ｆを消灯させ、
更に表記言語を既定の表記言語に復帰させている。
【００３９】
　図６は、本発明によるインターホンシステム１の基本動作を説明する他のフロー図であ
り、ここでロビーインターホン１１は、表記言語を一時的に切換えた後、タイマ１１ｋに
よって所定時間が経過したことを検知したときに、既定の表記言語に復帰させる構成とさ
れている。図６のフロー図における個々の動作事象のほとんどは、図５のフロー図のもの
と共通しているので、それらの動作事象についての重複する説明は割愛し、この構成独自
の動作事象についてのみ以下に説明する。
【００４０】
　ロビーインターホン１１は、表記言語の切換えからの時間経過を計測するため、時刻Ｔ
１１に、タイマ１１ｋによる計時を開始している。そして時刻Ｔ１２に、その計時が終了
したため、表示窓１１ｆを消灯させ、表記言語を既定の表記言語に復帰させている。表記
言語を一時的に切換えた後、既定の表記言語に復帰させるまでの時間設定は、たとえば３
分程度としてもよいが、特に限定されない。
【００４１】
　図７は、この構成において、訪問者が室番号の入力操作や呼出キー１１ｐの操作をせず
に立ち去った場合のフロー図である。ここでの説明も、図５のフロー図と共通する動作事
象についての重複する説明は割愛し、この構成独自の動作事象についてのみ以下に説明す
る。
【００４２】
　ロビーインターホン１１は、表記言語の切換えからの時間経過を計測するため、時刻Ｔ
２１に、タイマ１１ｋによる計時を開始している。その後、訪問者は室番号の入力操作や
呼出キー１１ｐの操作をせずに立ち去っている。この場合でもタイマ１１ｋによる計時は
継続され、ロビーインターホン１１は、時刻Ｔ２２に、その計時が終了したため、表示窓
１１ｆを消灯させ、表記言語を既定の表記言語に復帰させている。
【００４３】
　図８は、本発明によるインターホンシステム１の基本動作を説明する他のフロー図であ
り、ここでロビーインターホン１１は、表記言語を一時的に切換えた後、人感センサ１１
ｎが人を検知しなくなったときに、既定の表記言語に復帰させる構成とされている。図７
のフロー図における個々の動作事象のほとんどは、図５のフロー図のものと共通している
ので、それらの動作事象についての重複する説明は割愛し、この構成独自の動作事象につ
いてのみ以下に説明する。
【００４４】
　訪問者は「１０１」号室との通話が終了して立ち去り、ロビーインターホン１１は、時
刻Ｔ３１にその立ち去りを判断し、その結果、表示窓１１ｆを消灯させ、表記言語を既定
の表記言語に復帰させている。
【００４５】
　図９は、この構成において、訪問者が室番号の入力操作や呼出キー１１ｐの操作をせず
に立ち去った場合のフロー図である。ここでの説明も、図５のフロー図と共通する動作事
象についての重複する説明は割愛し、この構成独自の動作事象についてのみ以下に説明す
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【００４６】
　訪問者は、ロビーインターホン１１の表記言語切換スイッチ１１ｈを操作して英語の操
作ガイドを表示させた後、立ち去っている。ロビーインターホン１１は、時刻Ｔ４１にそ
の立ち去りを判断し、その結果、表示窓１１ｆを消灯させ、表記言語を既定の表記言語に
復帰させている。
【００４７】
　図１０は、本発明によるインターホンシステム１の変形例で、操作ガイド記憶部１１ｇ
、言語選択部１１ｉが制御装置１３に設けられている点が、図３に示したシステムとは異
なっている。それ以外の構成は図３に示したシステムと同様であり、操作ガイドの画面構
成や、基本動作も共通している。このように、操作ガイド記憶部１１ｇ、言語選択部１１
ｉの両方あるいは一方をロビーインターホン１１以外の装置に設けてもよく、あるいは独
立した装置としてインターホンシステム１に接続する形態としてもよい。
【符号の説明】
【００４８】
　　１　　インターホンシステム
　１１　　ロビーインターホン
　１１ｆ　表示窓
　１１ｇ　操作ガイド記憶部
　１１ｈ　表記言語切換スイッチ
　１１ｉ　言語選択部
　１１ｎ　人感センサ
　１２　　住戸インターホン
　１３　　制御装置
 
【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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